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第 (だい)５次 (じ)町田市 (まちだし)しょう (しょう)がい者 (しゃ)計画 (けいかく)（素案 (そあん)）
パブリックコメント実施 (じっし)結果 (けっか)





地 (ち)域 (いき)福 (ふく)祉 (し)部 (ぶ)しょう (しょう)がい福祉課 (ふくしか)
２０１６年 (ねん)２月 (がつ)








第 (だい)５次 (じ)町田市 (まちだし)しょう (しょう)がい者 (しゃ)計画 (けいかく)（素案 (そあん)）
パブリックコメント実施 (じっし)結果 (けっか)

「第 (だい)５次 (じ)町田市 (まちだし)しょう (しょう)がい者 (しゃ)計画 (けいかく)」の策定 (さくてい)にあたり、下記 (かき)のとおり意見 (いけん)を募集 (ぼしゅう)いたしました。貴重 (きちょう)なご意見 (いけん)をお寄 (よ)せいただきありがとうございました。ご意見 (いけん)は本計画 (ほんけいかく)の策定 (さくてい)および今後 (こんご)の市 (し)政 (せい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

１　募集 (ぼしゅう)期間 (きかん)
　　２０１５年 (ねん)１１月 (がつ)１日 (にち)～２０１５年 (ねん)１１月 (がつ)３０日 (にち)
	
２　意見 (いけん)の募集 (ぼしゅう)方法 (ほうほう)
　　町田市 (まちだし)ホームページへの資料 (しりょう)掲載 (けいさい)の他 (ほか)、公共 (こうきょう)施設 (しせつ)で資料 (しりょう)の閲覧 (えつらん)・配布 (はいふ)を行 (おこな)いました。

３　お寄 (よ)せいただいた意見 (いけん)の内訳 (うちわけ)
　　４６名 (めい)の方 (かた)から１６４件 (けん)のご意見 (いけん)をお寄 (よ)せいただきました。

※とりまとめの都合上 (つごうじょう)、いただいたご意見 (いけん)は要約 (ようやく)し掲載 (けいさい)しています。また、同様 (どうよう)のご意見 (いけん)は集約 (しゅうやく)しています。
ご意見 (いけん)の概要 (がいよう)と市 (し)の考 (かんが)え方 (かた)は次 (つぎ)のとおりです。


	番号 (ばんごう)
	ご意見 (いけん)
	市 (し)の考 (かんが)え方 (かた)

	第 (だい)１章 (しょう)　計画 (けいかく)の理念 (りねん)と基本 (きほん)方針 (ほうしん)

	1
	合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の説明 (せつめい)で「不提供 (ふていきょう)」という言葉 (ことば)は日常的 (にちじょうてき)に使 (つか)われなく、役所 (やくしょ)文章的 (ぶんしょうてき)ではと思 (おも)う。
	「１章 (しょう)　１－３　この計画 (けいかく)でめざすもの」の合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)についての説明 (せつめい)で「不 (ふ)提供 (ていきょう)」という言葉 (ことば)を使用 (しよう)しておりましたが、より分 (わ)かりやすい表現 (ひょうげん)にするために「おこなわないこと」に変更 (へんこう)いたします。

	第 (だい)３章 (しょう)に関 (かん)する全般的 (ぜんぱんてき)なご意見 (いけん)

	2
	分野 (ぶんや)別 (べつ)課題 (かだい)と目標 (もくひょう)を読 (よ)むとどの項目 (こうもく)にも具体性 (ぐたいせい)がなく、今後 (こんご)どのようにして、いつまでに、あの「１章 (しょう)　１－３　この計画 (けいかく)でめざすもの」のたかい理念 (りねん)が実現 (じつげん)できるのか、まったく見 (み)えてこない。

	本計画 (ほんけいかく)は今後 (こんご)の町田市 (まちだし)のしょう (しょう)がい者 (しゃ)施策 (しさく)の方向性 (ほうこうせい)を示 (しめ)す理念 (りねん)計画 (けいかく)であるため、具体的 (ぐたいてき)な施策 (しさく)については記載 (きさい)しておりません。「１章 (しょう)　１－３　この計画 (けいかく)でめざすもの」でさだめた目標 (もくひょう)を実現 (じつげん)するために３章 (しょう)で分野 (ぶんや)ごとに施策 (しさく)の方向性 (ほうこうせい)をさだめております。町田市 (まちだし)はこの方向性 (ほうこうせい)にしたがって個別 (こべつ)具体的 (ぐたいてき)な施策 (しさく)を検討 (けんとう)・実施 (じっし)してまいります。

	第 (だい)３章 (しょう)　３－１　学 (まな)び・文化 (ぶんか)芸術 (げいじゅつ)・スポーツ活動 (かつどう)のこと

	3
	理解 (りかい)・協働 (きょうどう)の項目 (こうもく)に、ぜひインクルーシブ教育 (きょういく)の推進 (すいしん)も盛 (も)り込 (こ)んでいただきたい。
	しょう (しょう)がいの有無 (うむ)にかかわらず、しょう (しょう)がいへの理解 (りかい)や配慮 (はいりょ)を大切 (たいせつ)にし、ともに学 (まな)びあうことは重要 (じゅうよう)であると考 (かんが)えています。いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)にそのような視点 (してん)を「３章 (しょう)　３－１　学 (まな)び、文化 (ぶんか)芸術 (げいじゅつ)・スポーツ活動 (かつどう)のこと」に記載 (きさい)いたします。

	4
	しょう (しょう)がいの重 (おも)い、軽 (かる)いに関係 (かんんけい)なく、幅 (はば)広 (ひろ)く参加 (さんか)・活動 (かつどう)が出来 (でき)る様 (よう)にしてほしい。
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)がさまざまな活動 (かつどう)に参加 (さんか)できるようになり、しょう (しょう)がいに応 (おう)じた配慮 (はいりょ)がされていく必要 (ひつよう)があると考 (かんが)えています。
そのような視点 (してん)を計画 (けいかく)に記載 (きさい)し、しょう (しょう)がいのある人 (ひと)が社会 (しゃかい)教育 (きょういく)、文化 (ぶんか)芸術 (げいじゅつ)・スポーツ活動 (かつどう)に参加 (さんか)しやすくなるよう施策 (しさく)を検討 (けんとう)してまいります。

	5
	精神 (せいしん)しょうがい者 (しょうがいしゃ)が、学 (まな)び（含 (ふく)む職業 (しょくぎょう)訓練 (くんれん)）、スポーツ活動 (かつどう)に参加 (さんか)し、地域 (ちいき)生活 (せいかつ)に溶 (と)け込 (こ)める様 (よう)な場所 (ばしょ)を拡充 (かくじゅう)してほしい。（同様 (どうよう)他 (ほか)1件 (けん)）
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)が社会 (しゃかい)教育 (きょういく)、文化 (ぶんか)芸術 (げいじゅつ)・スポーツ活動 (かつどう)に参加 (さんか)しやすくするためにしょう (しょう)がいに応 (おう)じた配慮 (はいりょ)や環境 (かんきょう)整備 (せいび)をおこなうにあたって、いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)にさせていただきます。

	6
	社会 (しゃかい)教育 (きょういく)や文化 (ぶんか)芸術 (げいじゅつ)・スポーツに参加 (さんか)する聴覚 (ちょうかく)しょう (しょう)がい者 (しゃ)への情報 (じょうほう)をさらに手厚 (てあつ)く幅広 (はばひろ)く行 (おこな)ってほしい。（同様 (どうよう)他 (ほか)1件 (けん)）
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)が学 (まな)び、文化 (ぶんか)芸術 (げいじゅつ)・スポーツなどの活動 (かつどう)に参加 (さんか)する際 (さい)の情報 (じょうほう)保しょう (ほしょう)等 (とう)の合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の必要性 (ひつようせい)について理解 (りかい)しております。そのため活動 (かつどう)の場 (ば)でしょう (しょう)がいに応 (おう)じた配慮 (はいりょ)をおこなうことや多様 (たよう)な手段 (しゅだん)で情報 (じょうほう)を伝 (つた)えることなどのとりくみをすすめてまいります。
いただいたご意見 (いけん)はその際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	7
	３章 (しょう)３－１（３）課題 (かだい)に「生 (う)まれてから学校 (がっこう)に入 (はい)るまでに必要 (ひつよう)に応 (おう)じた・・・」の記述 (きじゅつ)があるのに、とりくみでは全 (まった)く触 (ふ)れられていないのですみれ教室 (きょうしつ)の増設 (ぞうせつ)を重点 (じゅうてん)施策 (しさく)として入 (い)れられないか。
	しょう (しょう)がいを早期 (そうき)に発見 (はっけん)し療育 (りょういく)につなげることが大切 (たいせつ)であるという考 (かんが)えから、生 (う)まれてから学校 (がっこう)に入 (はい)るまでに必要 (ひつよう)な相談 (そうだん)や療育 (りょういく)が受 (う)けられるようにするために、療育 (りょういく)や相談 (そうだん)体制 (たいせい)の充 (じゅう)実 (じつ)にとりくんでまいります。
いただいたご意見 (いけん)はその際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	8
	「生 (う)まれてから学校 (がっこう)に入 (はい)るまで」の支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)のために、保育士 (ほいくし)や幼稚園 (ようちえん)教諭 (きょうゆ)に向 (む)けての研修 (けんしゅう)・相談 (そうだん)の支援 (しえん)を充実 (じゅうじつ)させていただきたい。教育 (きょういく)センターが実施 (じっし)している特別 (とくべつ)支援 (しえん)教育 (きょういく)の専門家 (せんもんか)の巡回 (じゅんかい)相談 (そうだん)とすみれ教室 (きょうしつ)の巡回 (じゅんかい)相談 (そうだん)の相互 (そうご)乗 (の)り入 (い)れ的 (てき)な体制 (たいせい)が取 (と)れると良 (よ)い。
	生 (う)まれてから学校 (がっこう)に入 (はい)るまでの期間 (きかん)のしょう (しょう)がいのある子 (こ)どもとその親 (おや)への支援 (しえん)を充実 (じゅうじつ)させるために、保育士 (ほいくし)や幼稚園 (ようちえん)教諭 (きょうゆ)への研修 (けんしゅう)を充実 (じゅうじつ)させることについて「３章 (しょう)　３－１　学 (まな)び、文化 (ぶんか)芸術 (げいじゅつ)・スポーツ活動 (かつどう)のこと」のとりくみに記載 (きさい)いたします。
いただいたご意見 (いけん)は具体的 (ぐたいてき)な施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	9
	「しょう (しょう)がいの特性 (とくせい)に配慮 (はいりょ)した教材 (きょうざい)を工夫 (くふう)したり、」のところに「IT機器 (きき)の活用 (かつよう)の推進 (すいしん)」と入 (い)れられないか。
	特別 (とくべつ)な配慮 (はいりょ)が必要 (ひつよう)な子 (こ)どもへの支援 (しえん)についての具体的 (ぐたいてき)な意見 (いけん)になりますので、いただいたご意見 (いけん)は、今後 (こんご)、具体的 (ぐたいてき)な施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	10
	「特別 (とくべつ)支援 (しえん)教育 (きょういく)の質 (しつ)を高 (たか)めるため、・・・・・教員 (きょういん)研修 (けんしゅう)を充実 (じゅうじつ)します」のところに、教員 (きょういん)だけでなく長時間 (ちょうじかん)接 (せつ)する介助員 (かいじょいん)についても研修 (けんしゅう)に含 (ふく)めていただきたい。
	教員 (きょういん)だけでなく、しょう (しょう)がいのある子 (こ)どもと接 (せっ)する機会 (きかい)の多 (おお)い介 (かい)助 (じょ)員 (いん)の研修 (けんしゅう)も充実 (じゅうじつ)することで教育 (きょういく)の質 (しつ)を高 (たか)められるとの考 (かんが)えから、「３章 (しょう)　３－１　学 (まな)び、文化 (ぶんか)芸術 (げいじゅつ)・スポーツ活動 (かつどう)のこと」のとりくみに介 (かい)助 (じょ)員 (いん)への研修 (けんしゅう)についても記載 (きさい)いたします。

	11
	「個別 (こべつ)の学習 (がくしゅう)指導 (しどう)」の後 (あと)に、「小 (しょう)グループで社会性 (しゃかいせい)を育 (そだ)てる指導 (しどう)」（個別 (こべつ)では学 (まな)べない社会 (しゃかい)ルール、友 (とも)だちとのやり取 (と)り、仲間 (なかま)作 (づく)りの場 (ば)）というようなことばを、ぜひ入 (い)れていただきたい。
	特別 (とくべつ)な配慮 (はいりょ)が必要 (ひつよう)な子 (こ)どもへの支援 (しえん)についての具体的 (ぐたいてき)な意見 (いけん)になりますので、いただいたご意見 (いけん)は、今後 (こんご)、具体的 (ぐたいてき)な施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	12
	中 (ちゅう)軽度 (けいど)のしょうがい児 (しょうがいじ)の先々 (さきざき)の就労 (しゅうろう)の為 (ため)には小学校 (しょうがっこう)からの教育 (きょういく)内容 (ないよう)を考 (かんが)え直 (なお)し、より実践的 (じっせんてき)な教育 (きょういく)や体 (たい)力 (りょく)作 (づく)りが必要 (ひつよう)である。
	「３章 (しょう)　３－１　学 (まな)び、文化 (ぶんか)芸術 (げいじゅつ)・スポーツ活動 (かつどう)のこと」では、ひとりひとりにあった教育 (きょういく)が受 (う)けられるようにすることを目標 (もくひょう)としております。
いただいたご意見 (いけん)は、この目標 (もくひょう)を実現 (じつげん)するための具体的 (ぐたいてき)な施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)、参考 (さんこう)にさせていただきます。

	13
	高校 (こうこう)・大学 (だいがく)・専門 (せんもん)学校 (がっこう)で学 (まな)ぶ聴覚 (ちょうかく)しょう (しょう)がい者 (しゃ)の情報 (じょうほう)保しょう (ほしょう)に必要 (ひつよう)な合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)を行政 (ぎょうせい)、学校 (がっこう)へ強 (つよ)く求 (もと)めてほしい。（同様 (どうよう)他 (ほか)1件 (けん)）
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)への情報 (じょうほう)保しょう (ほしょう)にかかわることを含 (ふく)む合 (ごう)理 (り)的 (てき)配 (はい)慮 (りょ)を担当 (たんとう)する行 (ぎょう)政 (せい)や公立 (こうりつ)学校 (がっこう)、私立 (しりつ)の学校 (がっこう)などにもとめてまいります。

	14
	高校 (こうこう)・大学 (だいがく)・専門 (せんもん)学校 (がっこう)などへ合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)を求 (もと)めるだけでなく、応 (おう)じてくれた学校 (がっこう)の情報 (じょうほう)を保護者 (ほごしゃ)や生徒 (せいと)にフィードバックできるようにしていただけるとありがたい。
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)への情報 (じょうほう)保しょう (ほしょう)を含 (ふく)む合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)を担当 (たんとう)する行政 (ぎょうせい)や公立 (こうりつ)学校 (がっこう)、私立 (しりつ)の学校 (がっこう)などにもとめていくにあたって、いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)にさせていただきます。

	15
	必要 (ひつよう)な児童 (じどう)・生徒 (せいと)には手話 (しゅわ)による教育 (きょういく)ができるようにしてほしい。（同様 (どうよう)他 (ほか)1件 (けん)）
	特別 (とくべつ)支援 (しえん)教育 (きょういく)の質 (しつ)を高 (たか)めるため、教員 (きょういん)研修 (けんしゅう)にとりくむにあたり、いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)にさせていただきます。

	16
	低所得 (ていしょとく)でサークル活動 (かつどう)を希望 (きぼう)する層 (そう)の人間 (にんげん)がいるということを行政 (ぎょうせい)並 (なら)びに情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)機関 (きかん)に認識 (にんしき)してもらいたい。「貧困層 (ひんこんそう)の高齢者 (こうれいしゃ)の社会 (しゃかい)参加 (さんか)」「貧困層 (ひんこんそう)のしょうがい者 (しょうがいしゃ)の社会 (しゃかい)参加 (さんか)」のサポートもテーマとして大切 (たいせつ)にしてほしい。
	いただいたご意見 (いけん)を受 (う)け、しょう (しょう)がいのある人 (ひと)が参加 (さんか)するあらゆる活 (かつ)動 (どう)の場 (ば)ではひとりひとりの希望 (きぼう)や状況 (じょうきょう)に応 (おう)じた配慮 (はいりょ)をする必 (ひつ)要 (よう)があるということを課題 (かだい)として新 (あら)たに認識 (にんしき)いたしました。
また、「３章 (しょう)　３－１　学 (まな)び、文化 (ぶんか)芸術 (げいじゅつ)・スポーツ活動 (かつどう)のこと」にしょう (しょう)がいのある人 (ひと)が社会 (しゃかい)教育 (きょういく)（生涯 (しょうがい)学習 (がくしゅう)）に参加 (さんか)できる機会 (きかい)を増 (ふ)やすためのとりくみを記載 (きさい)するとともに、所得 (しょとく)の面 (めん)でのとりくみについても「３章 (しょう)　３－９　差別 (さべつ)をなくすこと・権利 (けんり)を守 (まも)ること」に記 (き)載 (さい)いたします。

	17
	第 (だい)５次 (じ)計画 (けいかく)では、しょう (しょう)がい者 (しゃ)のスポーツの推進 (すいしん)を最上 (さいじょう)位 (い)の優先度 (ゆうせんど)で取 (と)り組 (く)んでいただきたい。
スポーツはしょう (しょう)がい者 (しゃ)のこころの健康 (けんこう)にきわめて有益 (ゆうえき)であることがわかっている。またしょう (しょう)がい者 (しゃ)スポーツを通 (つう)じて健常者 (けんじょうしゃ)との交流 (こうりゅう)が増 (ま)し、それは共生 (きょうせい)社会 (しゃかい)の発展 (はってん)につながる。
とくにしょう (しょう)がい者 (しゃ)と健常者 (けんじょうしゃ)が一緒 (いっしょ)にプレーするユニファイドスポーツにはその効果 (こうか)が強 (つよ)いと考 (かんが)えられる。
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)がスポーツ等 (とう)の活動 (かつどう)に参加 (さんか)しやすくなるようしょう (しょう)がいに応 (おう)じた配 (はい)慮 (りょ)の提供 (ていきょう)と環境 (かんきょう)整備 (せいび)をすすめていくとともに、スポーツ等 (とう)の活動 (かつどう)を主催 (しゅさい)する団体 (だんたい)などを支援 (しえん)することなどにとりくんでまいります。
いただいたご意見 (いけん)はその際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	18
	知的 (ちてき)しょう (しょう)がい児 (じ)・者 (しゃ)がスポーツを楽 (たの)しめる場 (ば)を増 (ふや)やしてほしい。
参加 (さんか)できる場 (ば)が少 (すく)ないため、ストレスがたまり、他 (た)の問題 (もんだい)を引 (ひ)き起 (お)こしてしまうしょう (しょう)がい者 (しゃ)は少 (すく)なくない。
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)がスポーツ等 (とう)の活動 (かつどう)に参加 (さんか)しやすくなるようしょう (しょう)がいに応 (おう)じた配 (はい)慮 (りょ)の提供 (ていきょう)と環境 (かんきょう)整備 (せいび)をすすめていくとともに、スポーツ等 (とう)の活動 (かつどう)を主催 (しゅさい)する団体 (だんたい)などを支援 (しえん)することなどのとりくみをすすめてまいります。
いただいたご意見 (いけん)はその際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	第 (だい)３章 (しょう)　３－２　暮 (く)らすこと

	19
	地域 (ちいき)での生活 (せいかつ)が安心 (あんしん)安全 (あんぜん)にできるように支援 (しえん)の工夫 (くふう)をお願 (ねが)いしたい。
	「３章 (しょう)　３－２暮 (く)らすこと」では、しょう (しょう)がいのある人 (ひと)が自分 (じぶん)の希望 (きぼう)に応 (おう)じて地域 (ちいき)での生活 (せいかつ)ができるようにすることを目標 (もくひょう)としております。
いただいたご意見 (いけん)は、この目標 (もくひょう)を実現 (じつげん)するための具体的 (ぐたいてき)な施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)、参考 (さんこう)にさせていただきます。

	20
	介助 (かいじょ)時 (じ)間数 (かんすう)の上限 (じょうげん)を撤廃 (てっぱい)することでしょうがい者 (しょうがいしゃ)の生活 (せいかつ)を安心 (あんしん)・安全 (あんぜん)なものにしていく。
	いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)に、希望 (きぼう)や生活 (せいかつ)実態 (じったい)に応 (おう)じた、自分 (じぶん)らしい地域 (ちいき)での暮 (く)らしという視点 (してん)を「３章 (しょう)　３－２暮 (く)らすこと」のとりくみに記載 (きさい)いたします。また、介助 (かいじょ)時 (じ)間数 (かんすう)については、福祉 (ふくし)サービスにかかわる具体的 (ぐたいてき)な意見 (いけん)になりますので、しょう (しょう)がい福祉 (ふくし)事業 (じぎょう)計画 (けいかく)の策定 (さくてい)・推進 (すいしん)にあたり参考 (さんこう)にさせていただきます。

	21
	行動 (こうどう)援護 (えんご)の必要 (ひつよう)な方 (かた)へのヘルパーは二人 (ふたり)、またはよく知 (し)っている方 (かた)がつけるようにしてほしい。
今 (いま)のガイドヘルパー制度 (せいど)では、ヘルパーの専門性 (せんもんせい)も選 (えら)べず、利用 (りよう)する側 (がわ)もヘルパーの側 (がわ)も相手 (あいて)の様子 (ようす)がわからず、安心 (あんしん)して利用 (りよう)できない。その人の行 (こう)動 (どう)に合 (あ)った支援 (しえん)が受 (う)けられるようにしてほしい。
	ガイドヘルパー制度 (せいど)につきましては福祉 (ふくし)サービスにかかわる具体的 (ぐたいてき)な意見 (いけん)になりますので、しょう (しょう)がい福祉 (ふくし)事業 (じぎょう)計画 (けいかく)の策定 (さくてい)・推進 (すいしん)にあたり参考 (さんこう)にさせていただきます。

	22
	しょう (しょう)がい者 (しゃ)の場合 (ばあい)、高齢者 (こうれいしゃ)施設 (しせつ)のデイサービスでは、なかなか難 (むずか)しいものがある。今後 (こんご)、厚労省 (こうろうしょう)は介護 (かいご)保険 (ほけん)の導入 (どうにゅう)を考 (かんが)えているが、サービスや自己 (じこ)負担 (ふたん)等 (とう)で負担 (ふたん)が増 (ま)すばかりだ。町田市 (まちだし)としての対応 (たいおう)を考 (かんが)えていただけたらうれしい。
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)を支 (ささ)えるしょうがい (しょうがい)福祉 (ふくし)サービスや介護 (かいご)保険 (ほけん)サービスを適切 (てきせつ)に利用 (りよう)できるようとりくんでまいります。また、国 (くに)や都 (と)の制度 (せいど)については動向 (どうこう)に注意 (ちゅうい)するとともに、「４章 (しょう)　計画 (けいかく)を実現 (じつげん)するために」に記載 (きさい)のとおり、必要 (ひつよう)に応 (おう)じて関係 (かんけい)機関 (きかん)にもとめるとりくみをおこなってまいります。

	23
	福 (ふく)祉 (し)装 (そう)具 (ぐ)等 (とう)のお試 (ため)しレンタルやスペースを設 (もう)け、当事者 (とうじしゃ)がより自分 (じぶん)にあった補 (ほ)装具 (そうぐ)等 (とう)を申請 (しんせい)出来 (でき)るシステムを構築 (こうちく)する。
	いただいたご意見 (いけん)は福祉 (ふくし)サービスにかかわる具体的 (ぐたいてき)な意見 (いけん)になりますので、しょう (しょう)がい福祉 (ふくし)事業 (じぎょう)計画 (けいかく)の策定 (さくてい)・推進 (すいしん)にあたり参考 (さんこう)にさせていただきます。

	24
	そもそもの慢性 (まんせい)疾患 (しっかん)等 (とう)が元 (もと)で特定 (とくてい)疾病 (しっぺい)になった場合 (ばあい)は加 (か)齢 (れい)に伴 (ともな)うものとはしない。（介護 (かいご)保険 (ほけん)を優先 (ゆうせん)原則 (げんそく)にしない）
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)を支 (ささ)えるしょうがい (しょうがい)福祉 (ふくし)サービスや介護 (かいご)保険 (ほけん)サービスを適切 (てきせつ)に利用 (りよう)できるようとりくんでまいります。また、制度 (せいど)に関 (かん)することについては、「４章 (しょう)　計画 (けいかく)を実現 (じつげん)するために」に記載 (きさい)のとおり、必要 (ひつよう)に応 (おう)じて関係 (かんけい)機関 (きかん)にもとめるとりくみをすすめてまいります。

	25
	しょうがい者 (しょうがいしゃ)への賃貸 (ちんたい)保しょう (ほしょう)へのサポートを検討 (けんとう)してもらいたい。（同様 (どうよう)他 (ほか)1件 (けん)）
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)が暮 (く)らしやすい住 (す)まいで生活 (せいかつ)できるよう支援 (しえん)をすすめるにあたって、いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)にさせていただきます。

	26
	施設 (しせつ)やグループホームをもっと増 (ふ)やして欲 (ほ)しい。親 (おや)亡 (な)き後 (あと)ひとり暮 (く)らしになってしまった当事者 (とうじしゃ)たちが安心 (あんしん)して暮 (く)らしていけるところ、住 (す)まいが欲 (ほ)しい。支援 (しえん)の質 (しつ)の向上 (こうじょう)に配慮 (はいりょ)して環境 (かんきょう)整備 (せいび)にも力 (ちから)を入 (い)れてほしい。（同様 (どうよう)他 (ほか)3件 (けん)）
	グループホームの設置 (せっち)や支援 (しえん)の質 (しつ)の向上 (こうじょう)を支援 (しえん)していくにあたり、いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)にさせていただきます。

	27
	精神 (せいしん)の人 (ひと)だけでなく、知的 (ちてき)しょう (しょう)がいが軽度 (けいど)の人 (ひと)や知的 (ちてき)しょう (しょう)がいのない発達 (はったつ)しょう (しょう)がいの人 (ひと)が施設 (しせつ)やグループホームではなく自宅 (じたく)や民間 (みんかん)のアパート等 (とう)で暮 (く)らしていくための支援 (しえん)を充実 (じゅうじつ)させて欲 (ほ)しい。自立 (じりつ)して暮 (く)らしていくために必要 (ひつよう)なスキル（調理 (ちょうり)・清掃 (せいそう)・金銭 (きんせん)管理 (かんり)等 (とう)）を獲得 (かくとく)し、高 (たか)めるための支援 (しえん)やサービスを考 (かんが)えていただきたい。
	発達しょう (はったつしょう)がいの人 (ひと)などが安心 (あんしん)して地域 (ちいき)で暮 (く)らせるよう支援 (しえん)のあり方 (かた)を考 (かんが)えることを「３章 (しょう)　３－２　暮 (く)らすこと」のとりくみに記載 (きさい)いたします。また、「３章 (しょう)　３－２　暮 (く)らすこと」ではしょう (しょう)がいのある人 (ひと)が希望 (きぼう)に応 (おう)じて地域 (ちいき)での生活 (せいかつ)ができるようにすることを目標 (もくひょう)としております。
いただいたご意見 (いけん)はこの目標 (もくひょう)を実現 (じつげん)するための具体的 (ぐたいてき)な施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)、参考 (さんこう)にさせていただきます。

	28
	特別 (とくべつ)支援 (しえん)学校 (がっこう)の場合 (ばあい)は移行 (いこう)支援 (しえん)計画 (けいかく)等 (とう)で、福祉 (ふくし)の支援 (しえん)のサービスに引 (ひ)き継 (つ)がれるが、大学 (だいがく)や専門 (せんもん)学校 (がっこう)に進学 (しんがく)する人 (ひと)について、高校 (こうこう)卒業後 (そつぎょうご)、支援 (しえん)機関 (きかん)へ引継 (ひきつ)ぎされるようなシステムの構築 (こうちく)をしてほしい。
	関係 (かんけい)機関 (きかん)が連携 (れんけい)し、切 (き)れ目 (め)のない支援 (しえん)を行 (おこな)っていくことは重要 (じゅうよう)なことだと考 (かんが)えております。
いただいたご意見 (いけん)は具体的 (ぐたいてき)な施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	29
	精 (せい)神 (しん)しょう (しょう)がい (がい)者 (しゃ)が受 (う)ける年 (ねん)金 (きん)や自 (じ)立 (りつ)支 (し)援 (えん)の恩恵 (おんけい)はありがたいが、作業所 (さぎょうしょ)、グループホームの利用 (りよう)は、ある程度 (ていど)症状 (しょうじょう)が重 (おも)くない人 (ひと)に限 (かぎ)られてしまう。長期 (ちょうき)入院 (にゅういん)や、在宅 (ざいたく)で親 (おや)がかかわるしかない当事者 (とうじしゃ)たちがとても多 (おお)いことを考 (かんが)え、その人 (ひと)達 (たち)への支援 (しえん)のあり方 (かた)も検討 (けんとう)していただきたい。
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)を支 (ささ)えている家族 (かぞく)に対 (たい)しての相談 (そうだん)支援 (しえん)やレスパイトケアを充実 (じゅうじつ)するとともに、就労 (しゅうろう)や社会 (しゃかい)参加 (さんか)に向 (む)けたとりくみをすすめてまいります。
また、長期 (ちょうき)入院 (にゅういん)の当事者 (とうじしゃ)に対 (たい)しては地域 (ちいき)生活 (せいかつ)への移行 (いこう)・定着 (ていちゃく)の推 (すい)進 (しん)に向 (む)け福祉 (ふくし)と医療 (いりょう)の連携 (れんけい)強化 (きょうか)にとりくんでまいります。
いただいたご意見 (いけん)はその際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	第 (だい)３章 (しょう)　３－３　日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)・働 (はたら)くこと

	30
	しょう (しょう)がい者 (しゃ)の就労 (しゅうろう)について会社 (かいしゃ)、一緒 (いっしょ)に働 (はたら)くの方々 (かたがた)に深 (ふか)く理解 (りかい)されるように望 (のぞ)む。就労 (しゅうろう)支援 (しえん)をお願 (ねが)いしたい。
	企業 (きぎょう)などに対 (たい)してしょう (しょう)がいへの理解 (りかい)をひろげるとともに、職場 (しょくば)での合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の提供 (ていきょう)をもとめるとりくみをすすめてまいります。また、しょう (しょう)がいのある人の一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)と職場 (しょくば)への定着 (ていちゃく)支援 (しえん)を引 (ひ)き続 (つづ)きすすめてまいります。

	31
	本人 (ほんにん)や家族 (かぞく)が希望 (きぼう)する場所 (ばしょ)で人生 (じんせい)をいきいきと歩 (あゆ)めるよう、職場 (しょくば)や施設 (しせつ)の充実 (じゅうじつ)を願 (ねが)う。（同様 (どうよう)他 (ほか)2件 (けん)）
	希望 (きぼう)する人 (ひと)が福祉的 (ふくしてき)就労 (しゅうろう)や日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)に参加 (さんか)できるよう、活動 (かつどう)場所 (ばしょ)の確保 (かくほ)の支援 (しえん)にとりくむとともに、企業 (きぎょう)に対 (たい)してしょう (しょう)がいのある人 (ひと)の雇用 (こよう)をひろげるとりくみをすすめてまいります。

	32
	作業所 (さぎょうしょ)に通 (かよ)うまでの交通費 (こうつうひ)は支給 (しきゅう)されないために、作業所 (さぎょうしょ)で頂 (いただ)く工賃 (こうちん)よりも多 (おお)く交通費 (こうつうひ)がかかってしまい、毎月 (まいつき)マイナスである。これから一人 (ひとり)暮 (ぐ)らしも考 (かんが)えているが、月々 (つきづき)にかかるお金 (かね)を計算 (けいさん)すると、今 (いま)頂 (いただ)いているしょうがい (しょうがい)年金 (ねんきん)だけでは足 (た)りない。交通費 (こうつうひ)が町田 (まちだ)市外 (しがい)となっても支給 (しきゅう)されることを望 (のぞ)む。
	「３章 (しょう)　３－３　日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)・働 (はたら)くこと」では、しょう (しょう)がいのある人 (ひと)が適性 (てきせい)や希望 (きぼう)にあわせて働 (はたら)くことや日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)ができるようにすることを目標 (もくひょう)としております。
いただいたご意見 (いけん)はこの目標 (もくひょう)を実現 (じつげん)するための具体的 (ぐたいてき)な施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	33
	町田 (まちだ)市内 (しない)にもっと一般 (いっぱん)就労先 (しゅうろうさき)を増 (ふ)やすと共 (とも)に、定着 (ていちゃく)して働 (はたら)けるようにジョブコーチや知識 (ちしき)のある相談員 (そうだんいん)に気軽 (きがる)に相談 (そうだん)できる工夫 (くふう)をしてほしい。（同様 (どうよう)他 (ほか)2件 (けん)）
	一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)と職場 (しょくば)への定着 (ていちゃく)支援 (しえん)を引 (ひ)き続 (つづ)きすすめていくにあたり、いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)にさせていただきます。

	34
	一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)について、企業 (きぎょう)のいい取 (と)り組 (く)みを紹介 (しょうかい)するなど、創意 (そうい)工夫 (くふう)がしやすい環境 (かんきょう)づくりをする。という項目 (こうもく)を入 (い)れてほしい。
	「３章 (しょう)　３－３　日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)・働く (はたらく)こと」では、しょう (しょう)がいのある人 (ひと)の雇用 (こよう)がひろがり働 (はたら)きやすくすることを目標 (もくひょう)としております。
いただいたご意見 (いけん)はこの目標 (もくひょう)を実現 (じつげん)するための具体的 (ぐたいてき)な施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)、参考 (さんこう)にさせていただきます。

	35
	しょう (しょう)がい者 (しゃ)が就 (しゅう)労 (ろう)し継続 (けいぞく)して働 (はたら)けるように、企業 (きぎょう)などに対 (たい)し合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)を求 (もと)めるとともに、就労 (しゅうろう)支援 (しえん)につながる相談 (そうだん)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)をお願 (ねが)いしたい。（同様 (どうよう)他 (ほか)2件 (けん)）
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)の一般 (いっぱん)就労 (しゅうろう)と職場 (しょくば)への定着 (ていちゃく)支援 (しえん)をすすめるとともに、企業 (きぎょう)などに対 (たい)して合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)をもとめるとりくみをすすめてまいります。

	36
	市 (し)役所 (やくしょ)の雇用 (こよう)も、身体 (しんたい)介護 (かいご)の必要 (ひつよう)な方 (かた)や知的 (ちてき)しょう (しょう)がいの方々 (かたがた)も雇用 (こよう)していただきたい。（同様 (どうよう)他 (ほか)4件 (けん)）
	いただいたご意見 (いけん)をふまえ「３章 (しょう)　３－３　日中 (にっちゅう)活動 (かつどう)・働く (はたらく)こと」に記載 (きさい)しているしょう (しょう)がいのある人 (ひと)の雇用 (こよう)についてのとりくみの文言 (もんごん)を修正 (しゅうせい)いたしました。

	37
	人材 (じんざい)育成 (いくせい)の支援 (しえん)で虐待 (ぎゃくたい)防止 (ぼうし)や差別 (さべつ)禁止 (きんし)などの支援 (しえん)も必要 (ひつよう)だが、行動 (こうどう)しょうがい (しょうがい)など、対応 (たいおう)の難 (むずか)しいしょう (しょう)がいのある人 (ひと)への支援 (しえん)そのものを支援 (しえん)する、スーパーバイザーのような方 (かた)がいてくださるとありがたい。
	福祉 (ふくし)施設 (しせつ)やしょう (しょう)がいのある人 (ひと)を雇用 (こよう)する事業所 (じぎょうしょ)で働 (はたら)く職員 (しょくいん)の資 (し)質 (しつ)向上 (こうじょう)に向 (む)けたとりくみをすすめるにあたり、いただいたご意見 (いけん)を参 (さん)考 (こう)にさせていただきます。

	第 (だい)３章 (しょう)　３－４　相談 (そうだん)すること

	38
	しょう (しょう)がい者 (しゃ)相談 (そうだん)支援 (しえん)ですが、来年 (らいねん)から５ヶ所 (かしょ)、開所 (かいしょ)されると聞 (き)いている。地域 (ちいき)の行 (い)きやすい場所 (ばしょ)に設置 (せっち)される事 (こと)は大変 (たいへん)にすばらしい事 (こと)と思 (おも)うが、交通 (こうつう)の便 (べん)が悪 (わる)かったり、車 (くるま)で駐 (ちゅう)車場 (しゃじょう)が無 (な)く行 (い)けなかったりでは、遠 (とお)のいてしまう。他 (ほか)の子 (こ)と違 (ちが)うと思 (おも)ってもしょう (しょう)がい児 (じ)と認識 (にんしき)したくない親 (おや)がいる。そういう親 (おや)達 (たち)が相談 (そうだん)できる場所 (ばしょ)であったらと思 (おも)う。
	住 (す)み慣 (な)れた地域 (ちいき)で専門 (せんもん)の相談員 (そうだんいん)に相談 (そうだん)できるようにすることで、利 (り)便 (べん)性 (せい)の向上 (こうじょう)や継続 (けいぞく)して的確 (てきかく)な支援 (しえん)が受 (う)けられること、ライフステージでの切 (き)れ目 (め)のない支援 (しえん)がうけられるようになることなどの理 (り)由 (ゆう)でしょう (しょう)がい者 (しゃ)支援 (しえん)センターを開所 (かいしょ)することになっております。
いただいたご意見 (いけん)は今後 (こんご)の参考 (さんこう)にさせていただきます。
また、他 (ほか)の子 (こ)と違 (ちが)うと思 (おも)っている親御 (おやご)さんが相談 (そうだん)できる場所 (ばしょ)については、子 (こ)ども施策 (しさく)の相談 (そうだん)と連携 (れんけい)してすすめてまいります。

	39
	しょう (しょう)がい者 (しゃ)が困 (こま)った時 (とき)にすぐ適切 (てきせつ)に相談 (そうだん)が受 (う)けられるよう支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)がされる事 (こと)を願 (ねが)う。
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)が困 (こま)ったときにすぐ適切 (てきせつ)な相談 (そうだん)が受 (う)けられるようにするために、身近 (みぢか)な地域 (ちいき)の相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)を増 (ふ)やすことなどにとりくんでまいります。

	40
	発達しょう (はったつしょう)がいでひきこもり（在宅 (ざいたく)）になっている人 (ひと)の支援 (しえん)機関 (きかん)を作 (つく)ってほしいと思 (おも)う。
	自分 (じぶん)から相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)に行 (い)くことのできない本人 (ほんにん)や家族 (かぞく)のために必要 (ひつよう)に応 (おう)じ訪問 (ほうもん)支援 (しえん)にとりくんでまいります。また、いただいたご意見 (いけん)を受 (う)け「３章 (しょう)　３－４　相談 (そうだん)すること」のこのとりくみの記載 (きさい)部分 (ぶぶん)を修正 (しゅうせい)いたします。
支援 (しえん)機関 (きかん)につきましては相談 (そうだん)支援 (しえん)の充 (じゅう)実 (じつ)に向 (む)けてとりくんでいくにあたっての参考 (さんこう)にさせていただきます。

	41
	幅 (はば)ひろい分野 (ぶんや)についての市 (し)の相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)の充実 (じゅうじつ)について、発達しょう (はったつしょう)がいのようにしょう (しょう)がいととらえにくく、なかなか確定 (かくてい)診断 (しんだん)のつかない人 (ひと)、保護者 (ほごしゃ)や本人 (ほんにん)がしょう (しょう)がいを認 (みと)めない人 (ひと)向 (む)けの相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)を考 (かんが)えてほしい。
	しょう (しょう)がいととらえにくい人 (ひと)やしょう (しょう)がいを認 (みと)めない人 (ひと)が相談 (そうだん)に来 (こ)られた際 (さい)にも、窓口 (まどぐち)できちんと聞 (き)き取 (と)り、適切 (てきせつ)な相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)での相談 (そうだん)につなげるとともに、案内 (あんない)方法 (ほうほう)についての配慮 (はいりょ)をおこなうことにとりくんでまいります。
いただいたご意見 (いけん)はその際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	42
	精神しょう (せいしんしょう)がい者 (しゃ)地域 (ちいき)活動 (かつどう)支援 (しえん)センターをふやしてほしい。
	精神 (せいしん)しょう (しょう)がい者 (しゃ)地域 (ちいき)活動 (かつどう)支援 (しえん)センターは市内 (しない)に１箇所 (かしょ)ございますが、現在 (げんざい)のところふやすことは考 (かんが)えておりません。

	43
	当事者 (とうじしゃ)団体 (だんたい)・家族 (かぞく)への支援 (しえん)で、「しょう (しょう)がいのある人 (ひと)どうしや、親 (おや)や家族 (かぞく)どうしの相談 (そうだん)を大切 (たいせつ)にします」という文言 (もんごん)が「支援 (しえん)」と結 (むす)びつかない気 (き)がする。当事者 (とうじしゃ)団体 (だんたい)や家族 (かぞく)の会 (かい)を支援 (しえん)していただけるのならそのように書 (か)けないか？
	いただいたご意見 (いけん)をふまえ、「３章 (しょう)　３－４　相談 (そうだん)すること」該当 (がいとう)部分 (ぶぶん)を修正 (しゅうせい)いたしました。

	44
	支援 (しえん)機関 (きかん)の連携 (れんけい)に民間 (みんかん)の相談 (そうだん)支援 (しえん)センターだけでなく、相 (そう)談 (だん)機 (き)能 (のう)を持 (も)つ教育 (きょういく)センターやすみれ教室 (きょうしつ)も加 (くわ)えてほしい。
	「支援 (しえん)機関 (きかん)の連携 (れんけい)」の記載 (きさい)は、しょう (しょう)がい福祉課 (ふくしか)や教育 (きょういく)センター、すみれ教室 (きょうしつ)など市 (し)の相談 (そうだん)機関 (きかん)だけでなく、民間 (みんかん)の相談 (そうだん)機関 (きかん)も含 (ふく)めてネットワークをつくり、連携 (れんけい)していくことを意味 (いみ)しています。

	第 (だい)３章 (しょう)　３－５　家庭 (かてい)・家族 (かぞく)を尊重 (そんちょう)すること

	45
	しょう (しょう)がい者 (しゃ)を支 (ささ)えている家族 (かぞく)が充 (じゅう)実 (じつ)した生 (せい)活 (かつ)が出 (で)来 (き)る様 (よう)に相 (そう)談 (だん)支 (し)援 (えん)、経済的 (けいざいてき)支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)をお願 (ねが)いしたい。
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)の家族 (かぞく)が充実 (じゅうじつ)した生活 (せいかつ)ができるように、相談 (そうだん)支援 (しえん)などの充実 (じゅうじつ)に向 (む)けとりくむとともに、自己 (じこ)実現 (じつげん)できるよう就労 (しゅうろう)や社会 (しゃかい)参加 (さんか)に向 (む)けたとりくみをすすめてまいります。

	46
	精神しょう (せいしんしょう)がい者 (しゃ)も安心 (あんしん)して結婚 (けっこん)生活 (せいかつ)ができるように、常 (つね)に相談 (そうだん)できる第三者 (だいさんしゃ)が必要 (ひつよう)である。そのために当事者会 (とうじしゃかい)の育成 (いくせい)支援 (しえん)や相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)をふやしてほしい。
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)も、自分 (じぶん)の意思 (いし)にもとづいて家庭 (かてい)・家族 (かぞく)をもち希望 (きぼう)に応 (おう)じて出産 (しゅっさん)や子 (こ)育 (そだ)てをすることを選 (えら)べるように生活 (せいかつ)の支援 (しえん)にとりくんでいくにあたって、いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)にさせていただきます。

	47
	しょうがい者 (しょうがいしゃ)の家族 (かぞく)が気軽 (きがる)に相談 (そうだん)できる場所 (ばしょ)やしょうがい者 (しょうがいしゃ)さん同士 (どうし)で交流 (こうりゅう)できる場所 (ばしょ)を増 (ふ)やしてほしい。
しょうがい者 (しょうがいしゃ)やしょうがい者 (しょうがいしゃ)の家族 (かぞく)が社会 (しゃかい)の中 (なか)で孤立 (こりつ)してしまい居場所 (いばしょ)がない人 (ひと)が多 (おお)くいるのではないかと思 (おも)う。（同様 (どうよう)他 (ほか)1件 (けん)）
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)どうしが交流 (こうりゅう)できる機会 (きかい)を増 (ふ)やせるよう、しょう (しょう)がいのある人 (ひと)が学 (まな)び、文化 (ぶんか)芸術 (げいじゅつ)・スポーツ活動 (かつどう)に参加 (さんか)しやすくするためのとりくみをすすめてまいります。また、しょう (しょう)がいのある人 (ひと)の家族 (かぞく)が気軽 (きがる)に相談 (そうだん)できる場 (ば)でもある親 (おや)や家族 (かぞく)による相談 (そうだん)を支援 (しえん)するとりくみをすすめてまいります。
いただいたご意見 (いけん)はその際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	48
	しょうがい児 (しょうがいじ)の家族 (かぞく)が安心 (あんしん)して働 (はたら)けるように支援 (しえん)してほしい。経済的 (けいざいてき)援助 (えんじょ)をして頂 (いただ)くことも大変 (たいへん)有難 (ありがた)いが、親 (おや)が自己 (じこ)実現 (じつげん)のために働 (はたら)くことを支援 (しえん)してほしい。（しょうがい (しょうがい)福祉 (ふくし)の枠 (わく)ではなく、女性 (じょせい)支援 (しえん)などの方 (ほう)で支援 (しえん)してほしい。）
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)の家族 (かぞく)が充実 (じゅうじつ)した生活 (せいかつ)ができるように、相談 (そうだん)支援 (しえん)などの充実 (じゅうじつ)に向 (む)けとりくむとともに、自己 (じこ)実現 (じつげん)できるよう就労 (しゅうろう)や社会 (しゃかい)参加 (さんか)に向 (む)けたとりくみをすすめてまいります。
いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)に「３章 (しょう)　３－５　家庭 (かてい)・家族 (かぞく)を尊重 (そんちょう)すること」のとりくみを追加 (ついか)いたします。

	第 (だい)３章 (しょう)　３－６　保健 (ほけん)・医療 (いりょう)のこと

	49
	しょう (しょう)がい者 (しゃ)の方 (かた)達 (たち)が適切 (てきせつ)な保健 (ほけん)、医療 (いりょう)を受 (う)け、入院 (にゅういん)生活 (せいかつ)が出来 (でき)る支援 (しえん)をお願 (ねが)いしたい。（同様 (どうよう)他 (ほか)1件 (けん)）
	専門的 (せんもんてき)な医療 (いりょう)を必要 (ひつよう)とする人 (ひと)について、適切 (てきせつ)な医療 (いりょう)が受 (う)けられるように相談 (そうだん)および情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)にとりくんでいくにあたって、いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)にさせていただきます。

	50
	「難病 (なんびょう)の人 (ひと)、発達 (はったつ)に不安 (ふあん)のある子 (こ)ども、重 (おも)いしょう (しょう)がいのある人 (ひと)など専門的 (せんもんてき)な医療 (いりょう)を・・・どう適切 (てきせつ)な医療 (いりょう)につなげるかが課題 (かだい)です」とあるので、担当 (たんとう)部署 (ぶしょ)に教育 (きょういく)相談 (そうだん)から医療 (いりょう)につなげることもある教育 (きょういく)センターを含 (ふく)めた方 (ほう)が良 (よ)いと思 (おも)う。
	いただいたご意見 (いけん)をふまえ「３章 (しょう)　３－６保健 (ほけん)・医療 (いりょう)のこと」の担当 (たんとう)部署 (ぶしょ)に教育 (きょういく)センターを追加 (ついか)いたします。

	51
	難病 (なんびょう)指定 (してい)された疾患 (しっかん)は３２２疾患 (しっかん)に増 (ふ)えたもののまだまだ指定外 (していがい)の慢性 (まんせい)疾患 (しっかん)により、日常 (にちじょう)生活 (せいかつ)に支しょう (ししょう)を来 (き)たしている人 (ひと)は多 (おお)いのが現状 (げんじょう)です。
病名 (びょうめい)で区切 (くぎら)らず、医師 (いし)の意見書 (いけんしょ)等 (とう)で補 (おぎな)うことで難病 (なんびょう)として認 (みと)め、必要 (ひつよう)な行政 (ぎょうせい)サービスの充実 (じゅうじつ)をはかる。
	難病 (なんびょう)などによるしょう (しょう)がいで社会 (しゃかい)との間 (あいだ)にしょう壁 (しょうへき)があり、法律 (ほうりつ)や制度 (せいど)の谷間 (たにま)におかれている人 (ひと)への支援 (しえん)の必要性 (ひつようせい)から、「４章 (しょう)　計画 (けいかく)を実現 (じつげん)するために」に法律 (ほうりつ)や制度 (せいど)の谷間 (たにま)におかれ支援 (しえん)につながっていない人 (ひと)について国 (くに)や東京都 (とうきょうと)に支援 (しえん)をもとめることについて記載 (きさい)いたします。
必要 (ひつよう)に応 (おう)じこのことにとりくんでいくにあたって、いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)にさせていただきます。

	52
	現在 (げんざい)の自立 (じりつ)支援 (しえん)医療 (いりょう)での受 (じゅ)診 (しん)では決 (きま)まった1医療 (いりょう)機関 (きかん)のみで、他 (た)の病気 (びょうき)で病 (びょう)院 (いん)の治療 (ちりょう)を受 (う)けることになっても自己 (じこ)負担 (ふたん)は3割 (わり)となって経済的 (けいざいてき)負担 (ふたん)が大 (おお)きい。
	「４章 (しょう)　計画 (けいかく)を実現 (じつげん)するために」に国 (くに)や東京都 (とうきょうと)に対 (たい)して財政 (ざいせい)支援 (しえん)や制度 (せいど)の拡充 (かくじゅう)をもとめることを記載 (きさい)しており、必要 (ひつよう)に応 (おう)じこのことにとりくんでいくにあたって、いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)にさせていただきます。

	53
	精神しょう (せいしんしょう)がい者 (しゃ)の入院 (にゅういん)医療費 (いりょうひ)の補助 (ほじょ)・マルしょう (しょう)の適用 (てきよう)をしてほしい。（同様 (どうよう)他 (ほか)1件 (けん)）
	「４章 (しょう)　計画 (けいかく)を実現 (じつげん)するために」に国 (くに)や東京都 (とうきょうと)に対 (たい)して財政 (ざいせい)支援 (しえん)や制度 (せいど)の拡充 (かくじゅう)をもとめることを記載 (きさい)しており、必要 (ひつよう)に応 (おう)じこのことにとりくんでいくにあたって、いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)にさせていただきます。

	第 (だい)３章 (しょう)　３－７　情報 (じょうほう)アクセシビリティのこと

	54
	しょう (しょう)がい者 (しゃ)に応 (おう)じた情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)を広 (ひろ)くお願 (ねが)いしたい。
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)が、自分 (じぶん)にあった方法 (ほうほう)で必要 (ひつよう)な情報 (じょうほう)が得 (え)られるようにすることが大切 (たいせつ)であると考 (かんが)えています。そのため、しょう (しょう)がいに合 (あ)わせた情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)や意思 (いし)疎通 (そつう)支援 (しえん)をすすめてまいります。

	55
	市 (し)役所 (やくしょ)の総合 (そうごう)受付 (うけつけ)に「手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)がいます」の案内 (あんない)を設置 (せっち)、また、簡易 (かんい)筆談器 (ひつだんき)活用 (かつよう)を充実 (じゅうじつ)してほしい。（同 (どう)様 (よう)他 (ほか)3件 (けん)）
	市 (し)役所 (やくしょ)の窓口 (まどぐち)や病院 (びょういん)などでの意思 (いし)疎通 (そつう)の支援 (しえん)をすすめることに関連 (かんれん)した具体的 (ぐたいてき)な意見 (いけん)になりますので、いただいたご意見 (いけん)は今後 (こんご)、具体的 (ぐたいてき)な施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	56
	市 (し)役所 (やくしょ)窓口 (まどぐち)や大 (おお)きな病院 (びょういん)などの職員 (しょくいん)の方 (かた)に聴覚 (ちょうかく)しょうがい者 (しょうがいしゃ)についてもっと知 (し)っていただき、常 (つね)に手 (しゅ)話 (わ)など意思 (いし)疎通 (そつう)のための手段 (しゅだん)が保しょう (ほしょう)されるようになると安心 (あんしん)だと思 (おも)う。（同 (どう)様 (よう)他 (ほか)１件 (けん)）
	市 (し)役所 (やくしょ)の窓口 (まどぐち)や病院 (びょういん)などでしょう (しょう)がいのある人 (ひと)の意思 (いし)疎通 (そつう)の支援 (しえん)が常 (つね)に受 (う)けられるようにすすめていくとともに、市 (し)の職員 (しょくいん)がしょう (しょう)がいや合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)についての正 (ただ)しい知識 (ちしき)を学 (まな)ぶため職員 (しょくいん)への研修 (けんしゅう)等 (とう)にとりくんでまいります。
いただいたご意見 (いけん)はその際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	57
	見 (み)ただけではわかりにくい聴覚 (ちょうかく)にしょう (しょう)がいのある人 (ひと)に対 (たい)して情報 (じょうほう)保しょう (ほしょう)を確保 (かくほ)してほしい。
	市 (し)役所 (やくしょ)の窓口 (まどぐち)や病院 (びょういん)、金融 (きんゆう)機関 (きかん)などで、常 (つね)に手 (しゅ)話 (わ)などの意思 (いし)疎通 (そつう)の支援 (しえん)がされるようすすめてまいります。

	58
	市 (し)のホームページのしょう (しょう)がい福祉 (ふくし)関係 (かんけい)には知的しょう (ちてきしょう)がいのある人 (ひと)向 (む)けのものも考 (かんが)えていただきたい。ただ、ルビを振 (ふ)るだけでなく、情報 (じょうほう)を整理 (せいり)して、読 (よ)んで理 (り)解 (かい)するのが難 (むずか)しい人 (ひと)向 (む)けに相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)を紹 (しょう)介 (かい)するとか、メールで相談 (そうだん)ができるようにするとかそんなページが作 (つく)れないか。
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)が、自分 (じぶん)にあった方法 (ほうほう)で必要 (ひつよう)な情報 (じょうほう)が得 (え)られるようにするための支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)を「３章 (しょう)　３－７　情報 (じょうほう)アクセシビリティのこと」で目標 (もくひょう)としております。
いただいたご意見 (いけん)は、目標 (もくひょう)の実現 (じつげん)のための具体的 (ぐたいてき)な施策 (しさく)の検討 (けんとう)の際 (さい)、参考 (さんこう)にさせていただきます。

	59
	しょうがい者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)支援法 (しえんほう)に関 (かか)わる意思 (いし)疎通 (そつう)支援 (しえん)事業 (じぎょう)実施 (じっし)要綱 (ようこう)を参考 (さんこう)に、手帳 (てちょう)を持 (も)てない聴覚しょう (ちょうかくしょう)がい者 (しゃ)に対 (たい)しても要約 (ようやく)筆記 (ひっき)派遣 (はけん)を行 (おこな)ってほしい。（同 (どう)様 (よう)他 (ほか)1件 (けん)）
	「３章 (しょう)　３－７　情報 (じょうほう)アクセシビリティのこと」では聴覚 (ちょうかく)にしょう (しょう)がいのある人 (ひと)への情報 (じょうほう)保しょう (ほしょう)のための支援 (しえん)を充実 (じゅうじつ)することを目標 (もくひょう)にしております。
いただいたご意見 (いけん)は、目標 (もくひょう)の実現 (じつげん)のための具体的 (ぐたいてき)な施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)、参考 (さんこう)にさせていただきます。

	60
	パソコン要約 (ようやく)筆 (ひっ)記者 (きしゃ)派遣 (はけん)制度 (せいど)を設 (もう)けてほしい。また、パソコン要約 (ようやく)筆 (ひっ)記者 (きしゃ)養成 (ようせい)講座 (こうざ)を充実 (じゅうじつ)させてほしい。（同 (どう)様 (よう)他 (ほか)5件 (けん)）
	現在 (げんざい)、パソコン要約 (ようやく)筆 (ひっ)記者 (きしゃ)の派遣 (はけん)につきましては、東京 (とうきょう)手話 (しゅわ)通訳 (つうやく)等 (とう)派遣 (はけん)センターに委託 (いたく)しておりますが、聴覚 (ちょうかく)にしょう (しょう)がいのある人 (ひと)への情報 (じょうほう)保しょう (ほしょう)のための支援 (しえん)を充実 (じゅうじつ)するという「３章 (しょう)　３－７　情報 (じょうほう)アクセシビリティのこと」の目標 (もくひょう)実現 (じつげん)に向 (む)け、いただいたご意見 (いけん)は参考 (さんこう)にさせていただきます。

	61
	要約 (ようやく)筆 (ひっ)記者 (きしゃ)派遣 (はけん)事業 (じぎょう)の対象者 (たいしょうしゃ)に関 (かん)するしょうがい (しょうがい)格差 (かくさ)をなくしてほしい。
身体 (しんたい)しょうがい者 (しょうがいしゃ)手帳 (てちょう)を持 (も)っていない人 (ひと)の利用 (りよう)は厳格 (げんかく)に制限 (せいげん)されている。
しょうがい (しょうがい)認定 (にんてい)の厳 (きび)しさから、意思 (いし)疎通 (そつう)に困難 (こんなん)を抱 (かか)えながら身体 (しんたい)しょうがい者 (しょうがいしゃ)手帳 (てちょう)を取得 (しゅとく)できない多 (おお)くの人 (ひと)がいる。
	「３章 (しょう)　３－７　情報 (じょうほう)アクセシビリティのこと」では聴覚 (ちょうかく)にしょう (しょう)がいのある人 (ひと)への情報 (じょうほう)保しょう (ほしょう)のための支援 (しえん)を充実 (じゅうじつ)することを目標 (もくひょう)にしております。
いただいたご意見 (いけん)は、目標 (もくひょう)の実現 (じつげん)のための具体的 (ぐたいてき)な施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)、参考 (さんこう)にさせていただきます。

	62
	中途失聴 (ちゅうとしっちょう)・難聴者 (なんちょうしゃ)対象 (たいしょう)のコミュニケーション学習 (がくしゅう)支援 (しえん)の環境 (かんきょう)整備 (せいび)をしてほしい。（同 (どう)様 (よう)他 (ほか)1件 (けん)）
	「３章 (しょう)　３－７　情報 (じょうほう)アクセシビリティのこと」では、しょう (しょう)がいのある人 (ひと)のコミュニケーション支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)を目標 (もくひょう)としております。
いただいたご意見 (いけん)につきましては、目標 (もくひょう)実現 (じつげん)に向 (む)けた具体的 (ぐたいてき)な施策 (しさく)の検討 (けんとう)の際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	63
	情報 (じょうほう)アクセシビリティーの考 (かんが)えで、現在 (げんざい)は聞 (き)こえない方 (かた)の支援 (しえん)として電話 (でんわ)リレーサービスが普及 (ふきゅう)している。
市 (し)役所 (やくしょ)に来 (こ)なければ電話 (でんわ)が出来 (でき)ないのは不便 (ふべん)なので、サービスがあることを行政 (ぎょうせい)も情報 (じょうほう)収集 (しゅうしゅう)してほしい。
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)への情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)の充実 (じゅうじつ)のためのとりくみの一環 (いっかん)として情報 (じょうほう)収集 (しゅうしゅう)にもつとめてまいります。

	64
	２０１０年 (ねん)に作成 (さくせい)されたコミュニケーション支援 (しえん)ボードは今 (いま)も欲 (ほ)しいと言 (い)えば手 (て)に入 (はい)るものなのか？横浜市 (よこはまし)のようにホームページで当事者 (とうじしゃ)家族 (かぞく)が自分 (じぶん)でダウンロードできれば、家庭 (かてい)や学校 (がっこう)で日頃 (ひごろ)のコミュニケーションにそれを使 (つか)って練習 (れんしゅう)できるし、本人 (ほんにん)が良 (よ)く使 (つか)うお店 (みせ)等 (とう)に保護者 (ほごしゃ)や先生 (せんせい)から、配布 (はいふ)して使 (つか)い方 (かた)など説明 (せつめい)することもできると思 (おも)う。
	コミュニケーション支援 (しえん)ボードにつきましては、現在 (げんざい)、福祉 (ふくし)総務課 (そうむか)で希望 (きぼう)された人 (ひと)に配布 (はいふ)をおこなっております。
いただいたご意見 (いけん)はしょう (しょう)がいのある人 (ひと)へのコミュニケーション支援 (しえん)に関 (かか)わる具体的 (ぐたいてき)な意見 (いけん)として今後 (こんご)、施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	65
	防災対策 (ぼうさいたいさく)とテロ対策 (たいさく)の情報提供 (じょうほうていきょう)や情報 (じょうほう)発信 (はっしん)においては、様々 (さまざま)な手立 (てだ)てを取 (と)ると共 (とも)にイラストを多用 (たよう)するなどしょう (しょう)がいの特性 (とくせい)に応 (おう)じたきめの細 (こま)かい情報 (じょうほう)提供 (ていきょう)をお願 (ねが)いします。
しょう (しょう)がい者 (しゃ)の応対 (おうたい)に筆談 (ひつだん)ボード（書 (か)きポン）や５０音表 (おんひょう)を整 (ととの)えておく準備 (じゅんび)に進 (すす)めてほしい。（同 (どう)様 (よう)他 (ほか)3件 (けん)）
	人 (ひと)それぞれ、その人 (ひと)にあった情報 (じょうほう)の取得 (しゅとく)方法 (ほうほう)があるため、多様 (たよう)な情報 (じょうほう)伝達 (でんたつ)手段 (しゅだん)によって情報 (じょうほう)を伝 (つた)えるようにするとりくみをすすめてまいります。
いただいたご意見 (いけん)はその際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	66
	手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)不足 (ぶそく)解消 (かいしょう)のため、手話 (しゅわ)講習会 (こうしゅうかい)を充実 (じゅうじつ)し、通 (つう)訳者 (やくしゃ)を増 (ふ)やしてほしい。（同 (どう)様 (よう)他 (ほか)1件 (けん)）
	手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)等 (とう)の聴覚 (ちょうかく)にしょう (しょう)がいのある人 (ひと)の手助 (てだ)けをする人 (ひと)を増 (ふ)やすことにとりくんでいくにあたり、いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)にさせていただきます。

	67
	手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)は簡 (かん)単 (たん)に育成 (いくせい)できない。
通 (つう)訳者 (やくしゃ)を育 (そだ)てるために、手話 (しゅわ)講習会 (こうしゅうかい)の在 (あ)り方 (かた)なども今後 (こんご)検討 (けんとう)してほしい。
	「３章 (しょう)　３－７　情報 (じょうほう)アクセシビリティのこと」ではコミュニケーション支援 (しえん)の充実 (じゅうじつ)を目標 (もくひょう)としております。
いただいたご意見 (いけん)は目標 (もくひょう)を実現 (じつげん)するための具体的 (ぐたいてき)な施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)、参考 (さんこう)にさせていただきます。

	68
	手帳 (てちょう)のない聴覚しょう (ちょうかくしょう)がい者 (しゃ)（高齢者 (こうれいしゃ)）への補聴器 (ほちょうき)助成 (じょせい)制度 (せいど)を実施 (じっし)してほしい。（同 (どう)様 (よう)他 (ほか)2件 (けん)）
	補聴器 (ほちょうき)助成 (じょせい)制度 (せいど)につきましては、福祉 (ふくし)サービスに関 (かか)わる具体的 (ぐたいてき)な意見 (いけん)になりますので、しょう (しょう)がい福祉 (ふくし)事業 (じぎょう)計画 (けいかく)の策定 (さくてい)・推進 (すいしん)にあたり、参考 (さんこう)にさせていただきます。

	69
	聴覚しょう (ちょうかくしょう)がい者 (しゃ)の暮 (く)らしについて、高齢化 (こうれいか)が進 (すす)み、施設 (しせつ)入所 (にゅうしょ)の方 (かた)も増 (ふ)えると思 (おも)う。施設内 (しせつない)で手話 (しゅわ)ができる職員 (しょくいん)を増 (ふ)やす、などの取 (と)り組 (く)みを希望 (きぼう)する。
また、聴覚しょう (ちょうかくしょう)がい者 (しゃ)もヘルパーの資格 (しかく)を取 (と)り、施設 (しせつ)などで働 (はたら)ければ聞 (き)こえない入所者 (にゅうしょしゃ)も安心 (あんしん)できる。
資格 (しかく)取得 (しゅとく)のための講座 (こうざ)が受 (う)けられるように、講座 (こうざ)主催者 (しゅさいしゃ)などに理解 (りかい)を求 (もと)めていただきたい。
	手話通 (しゅわつう)訳者 (やくしゃ)等 (とう)の聴覚 (ちょうかく)にしょう (しょう)がいのある人 (ひと)の手助 (てだす)けをする人 (ひと)を増 (ふ)やすことにかかわる具体的 (ぐたいてき)な意見 (いけん)として今後 (こんご)の参考 (さんこう)にさせていただきます。また、講座 (こうざ)主催者 (しゅさいしゃ)などにも合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)を求 (もと)めるとりくみをおこなってまいります。


	第 (だい)３章 (しょう)　３－８　生活 (せいかつ)環境 (かんきょう)と安全 (あんぜん)・安心 (あんしん)のこと

	70
	高齢者 (こうれいしゃ)だけでなく、コミュニケーションが十分 (じゅうぶん)にできないしょう (しょう)がい者 (しゃ)のために救 (きゅう)急医療 (きゅういりょう)情報 (じょうほう)キットの配布 (はいふ)をしてほしい。（同 (どう)様 (よう)他 (ほか)1件 (けん)）
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)が、災がい (さいがい)時 (じ)や緊急 (きんきゅう)時 (じ)に必要 (ひつよう)な支援 (しえん)をうけやすくするための具体的 (ぐたいてき)なとりくみになりますので、いただいたご意見 (いけん)は今 (こん)後 (ご)、施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	71
	緊急 (きんきゅう)ベルを必要 (ひつよう)な人 (ひと)へは配布 (はいふ)する。
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)が、災がい (さいがい)時 (じ)や緊急 (きんきゅう)時 (じ)に必要 (ひつよう)な支援 (しえん)をうけやすくするための具体的 (ぐたいてき)なとりくみになりますので、いただいたご意見 (いけん)は今 (こん)後 (ご)、施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	72
	下肢 (かし)3級 (きゅう)で、普段 (ふだん)の生活 (せいかつ)は電動 (でんどう)車椅子 (くるまいす)です。一番 (いちばん)困 (こま)っているのは、道路 (どうろ)で、歩道 (ほどう)に段差 (だんさ)が多 (おお)すぎる。
狭 (せま)いので自転車 (じてんしゃ)も怖 (こわ)いと感 (かん)じている。（同 (どう)様 (よう)他 (ほか)1件 (けん)）
	いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)に、しょう (しょう)がいのある人 (ひと)が安心 (あんしん)して生活 (せいかつ)していけるよう、市民 (しみん)への理解 (りかい)と協力 (きょうりょく)をもとめるとりくみを「３章 (しょう)　３－８　生活 (せいかつ)環境 (かんきょう)と安全 (あんぜん)・安心 (あんしん)」に記載 (きさい)いたします。また、町田 (まちだ)市 (し)福祉 (ふくし)のまちづくり総合 (そうごう)推進 (すいしん)条例 (じょうれい)に基 (もと)づき、道路 (どうろ)交通 (こうつう)等 (とう)のバリアフリー化 (か)を引 (ひ)き続 (つづ)きすすめてまいります。

	73
	公共 (こうきょう)施設 (しせつ)を安心 (あんしん)して利用 (りよう)できるように、聴覚しょう (ちょうかくしょう)がい者 (しゃ)に光 (ひかり)の点滅 (てんめつ)などで知 (し)らせることができる警報 (けいほう)装置 (そうち)を設置 (せっち)してほしい。（同 (どう)様 (よう)他 (ほか)2件 (けん)）
	公共 (こうきょう)施設 (しせつ)のバリアフリー化 (か)をすすめるにあたっての具体的 (ぐたいてき)な意見 (いけん)になりますので、今後 (こんご)、施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	74
	災がい (さいがい)時 (じ)の要支援者 (ようしえんしゃ)に対 (たい)しての情報 (じょうほう)を解 (わか)り易 (やす)くする。内部 (ないぶ)疾患 (しっかん)の人 (ひと)においては服薬 (ふくやく)・点滴 (てんてき)・透析 (とうせき)他 (ほか)が必要 (ひつよう)になるので、それらの情報 (じょうほう)がすぐ解 (わか)るように市内外 (しないがい)・都内外 (とないがい)問 (と)わずにアクセス出来 (でき)て情報 (じょうほう)を共有 (きょうゆう)出来 (でき)るネットワークを構築 (こうちく)する。
	災がい (さいがい)時 (じ)や緊急 (きんきゅう)時 (じ)にしょう (しょう)がいのある人 (ひと)が必要 (ひつよう)な支援 (しえん)をうけやすくするための具体的 (ぐたいてき)な意見 (いけん)として、今後 (こんご)、施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	75
	震災 (しんさい)時 (じ)、ストーマーの保管 (ほかん)場所 (ばしょ)を町田市 (まちだし)から指定 (してい)していただきたい。
	現在 (げんざい)、災がい (さいがい)時 (じ)に備 (そな)え、ストーマを市 (し)が保管 (ほかん)する事業 (じぎょう)を検討 (けんとう)しております。
災がい (さいがい)時 (じ)や緊急 (きんきゅう)時 (じ)に備 (そな)え、普段 (ふだん)から必要 (ひつよう)物品 (ぶっぴん)を保管 (ほかん)しておくことが大切 (たいせつ)であることから、いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)に、「３章 (しょう)　３－８　生 (せい)活 (かつ)環境 (かんきょう)と安全 (あんぜん)・安心 (あんしん)のこと」のとりくみに、福祉 (ふくし)用具 (ようぐ)の備蓄 (びちく)の必 (ひつ)要 (よう)性 (せい)について周知 (しゅうち)をおこなっていくとりくみを記載 (きさい)いたします。

	76
	災がい (さいがい)時 (じ)の避難所 (ひなんじょ)利用 (りよう)は、どのような災がい (さいがい)が想定 (そうてい)されているのか？
もちろん、東日本 (ひがしにほん)大震災 (だいしんさい)のことがあるので、地震 (じしん)は想定内 (そうていない)だと思 (おも)うが、大規模 (だいきぼ)火災 (かさい)や土砂 (どしゃ)崩 (くず)れで、しょう (しょう)がい者 (しゃ)のいる家族 (かぞく)が、二次 (にじ)避難 (ひなん)施設 (しせつ)を使 (つか)うことが出来 (でき)たりするのか？
出来 (でき)るのでしたら、災がい (さいがい)を幅広 (はばひろ)くとらえて臨機応変 (りんきおうへん)に対応 (たいおう)できるとの記述 (きじゅつ)を入 (い)れていただくようお願 (ねが)いしたい。
	一次 (いちじ)避難 (ひなん)施設 (しせつ)につきましてはすべての災がい (さいがい)を、二次 (にじ)避難 (ひなん)施設 (しせつ)につきましては地震 (じしん)を想定 (そうてい)しております。発災 (はっさい)直後 (ちょくご)は、一次 (いちじ)避難 (ひなん)施設 (しせつ)に避 (ひ)難 (なん)していただき、その後 (ご)二次 (にじ)避難 (ひなん)施設 (しせつ)に移動 (いどう)するながれとなっております。また、二次 (にじ)避難 (ひなん)施設 (しせつ)の開設 (かいせつ)条件 (じょうけん)や対象者 (たいしょうしゃ)は決 (き)められています。詳細 (しょうさい)につきましてはお問 (と)い合 (あ)わせください。
避難 (ひなん)施設 (しせつ)の情報 (じょうほう)や二次 (にじ)避難 (ひなん)施設 (しせつ)の利用 (りよう)などについて、普段 (ふだん)から理 (り)解 (かい)をしておくことが大切 (たいせつ)なことから、いただいたご意見 (いけん)を参 (さん)考 (こう)に、「３章 (しょう)　３－８生活 (せいかつ)環境 (かんきょう)と安全 (あんぜん)・安心 (あんしん)のこと」のとりくみを修正 (しゅうせい)いたしました。

	77
	しょう (しょう)がい者 (しゃ)が災がい (さいがい)時 (じ)に必要 (ひつよう)な支援 (しえん)が受 (う)けられるように、広く (ひろく)市民 (しみん)にしょう (しょう)がいの理解 (りかい)を広 (ひろ)め、しょう (しょう)がいに応 (おう)じた支援 (しえん)の手立 (てだ)てを周知 (しゅうち)してほしい。
	市民 (しみん)に対してしょう (しょう)がいや合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)についての理解 (りかい)をひろげるとりくみをおこなうとともに避難 (ひなん)施設 (しせつ)などで、しょう (しょう)がいのある人 (ひと)の特性 (とくせい)に配慮 (はいりょ)した支援 (しえん)や情報 (じょうほう)伝達 (でんたつ)、意思 (いし)疎通 (そつう)がおこなえるよう体制 (たいせい)整備 (せいび)をすすめてまいります。

	78
	災がい (さいがい)発生 (はっせい)時 (じ)に、聴覚しょう (ちょうかくしょう)がい者 (しゃ)が「そこに行 (い)けば情報 (じょうほう)を得 (え)られる」といった情報 (じょうほう)集約 (しゅうやく)拠点 (きょてん)を設置 (せっち)してほしい。
	災がい (さいがい)時 (じ)に避難 (ひなん)施設 (しせつ)などで、しょう (しょう)がいのある人 (ひと)の特性 (とくせい)に配慮 (はいりょ)した支援 (しえん)や情報 (じょうほう)伝達 (でんたつ)、意思 (いし)疎通 (そつう)がおこなえるように体制 (たいせい)整備 (せいび)をおこなうとりくみに関 (かか)わる具体的 (ぐたいてき)な意見 (いけん)になりますので、いただいたご意見 (いけん)は今後 (こんご)、施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	79
	災がい (さいがい)時 (じ)の避難所 (ひなんじょ)では、皆 (みな)が平 (びょう)等 (どう)に情報 (じょうほう)を得 (え)ることができ、コミュニケーションできるように支援 (しえん)してほしい。例 (たと)えば、避難所 (ひなんじょ)の何箇所 (なんかしょ)かを情報 (じょうほう)に特化 (とっか)した特定 (とくてい)避難所 (ひなんじょ)に指定 (してい)し、そこに行 (い)けば聴覚 (ちょうかく)しょうがい者 (しょうがいしゃ)も情報 (じょうほう)を自分 (じぶん)に合 (あ)った方 (ほう)法 (ほう)で獲得 (かくとく)できると安心 (あんしん)できる。
	災がい (さいがい)時 (じ)に避難 (ひなん)施設 (しせつ)などで、しょう (しょう)がいのある人 (ひと)の特性 (とくせい)に配慮 (はいりょ)した支援 (しえん)や情報 (じょうほう)伝達 (でんたつ)、意思 (いし)疎通 (そつう)がおこなえるように体制 (たいせい)整備 (せいび)をすすめてまいります。

	80
	災がい (さいがい)時 (じ)におけるしょう (しょう)がい者 (しゃ)の安全 (あんぜん)確保 (かくほ)の仕組 (しく)みを整備 (せいび)するために、しょう (しょう)がい当事 (とうじ)者 (しゃ)と協議 (きょうぎ)をし、しょう (しょう)がい者 (しゃ)の要望 (ようぼう)や意見 (いけん)を聞 (き)くと共 (とも)に、合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)と支援 (しえん)について市民 (しみん)へ広 (ひろ)く情報 (じょうほう)発信 (はっしん)してほしい。
	災がい (さいがい)時 (じ)にしょう (しょう)がいのある人 (ひと)の安全 (あんぜん)が守 (まも)られるようなしくみを整備 (せいび)するための具体的 (ぐたいてき)な方法 (ほうほう)につきましては、いただいたご意見 (いけん)も参考 (さんこう)に今後 (こんご)、検討 (けんとう)してまいります。

	81
	しょう (しょう)がい者 (しゃ)が災がい (さいがい)時 (じ)に、安全 (あんぜん)に守 (まも)られる様 (よう)に避難 (ひなん)支援 (しえん)をしてほしい。
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)への適切 (てきせつ)な安否 (あんぴ)確認 (かくにん)や避難 (ひなん)支援 (しえん)がおこなえるよう体制 (たいせい)整備 (せいび)をすすめるとともに、しょう (しょう)がいのある人 (ひと)の災がい (さいがい)時 (じ)の避難 (ひなん)について地域 (ちいき)の中 (なか)で助 (たす)け合 (あ)うとりくみを支援 (しえん)してまいります。また、いただいたご意見 (いけん)をふまえ、「３章 (しょう)　３－８　生活 (せいかつ)環境 (かんきょう)と安全 (あんぜん)・安心 (あんしん)のこと」のとりくみに必要 (ひつよう)な物品 (ぶっぴん)を引 (ひ)き続 (つづ)き避難 (ひなん)施設 (しせつ)などに整 (ととの)えていくことについて記載 (きさい)いたします。

	
	しょう (しょう)がい者 (しゃ)が安心 (あんしん)して公共 (こうきょう)施設 (しせつ)を使用 (しよう)できるように配慮 (はいりょ)をしてほしい。
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)が安心 (あんしん)して公共 (こうきょう)施設 (しせつ)を利用 (りよう)できるようバリアフリーに配慮 (はいりょ)した公共 (こうきょう)施設 (しせつ)の整備 (せいび)をすすめるとともに、しょう (しょう)がいや合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)への理解 (りかい)をひろげることにとりくんでまいります。

	第 (だい)３章 (しょう)　３－９　差別 (さべつ)をなくすこと・権利 (けんり)を守 (まも)ること

	82
	誰 (だれ)でも、しょうがい者 (しょうがいしゃ)になる可能性 (かのうせい)はあり、しょうがい者 (しょうがいしゃ)になって苦 (くる)しんでいる人 (ひと)が差別 (さべつ)されずサポートして頂 (いただ)ける環境 (かんきょう)を作 (つく)って欲 (ほ)しい。
医療 (いりょう)関係者 (かんけいしゃ)、相談 (そうだん)窓口 (まどぐち)の方々 (かたがた)や会社 (かいしゃ)、地域 (ちいき)、家族 (かぞく)が繋 (つな)がってしょうがい (しょうがい)を持 (も)つ人 (ひと)をみんなで支 (ささ)えていければいい。
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)への差別 (さべつ)をなくすためには、しょう (しょう)がいについての理解 (りかい)をひろげる事 (こと)が大切 (たいせつ)であると考 (かんが)えております。また、しょう (しょう)がいのある人 (ひと)が必要 (ひつよう)なサポートが受 (う)けられるようにするためには、合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)についての理解 (りかい)もひろげる必要 (ひつよう)があると同時 (どうじ)に、しょう (しょう)がいのある人自身 (ひとじしん)もそのことを理解 (りかい)したうえで必要 (ひつよう)なときは自分 (じぶん)からサポートを求 (もと)めることができるということを理解 (りかい)していただくことも大切 (たいせつ)なことであると考 (かんが)えております。
このような理解 (りかい)をひろげるとりくみをおこなうにあたって、いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)にさせていただきます。

	83
	差別 (さべつ)を解 (かい)消 (しょう)するためのルールとして、しょう (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)の参加 (さんか)のもと、しょう (しょう)がい者 (しゃ)差別 (さべつ)禁止 (きんし)条例 (じょうれい)（住 (す)みよいまちづくり条例 (じょうれい)）の策定 (さくてい)をしてほしい。（同 (どう)様 (よう)他 (ほか)2件 (けん)） 
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)への差別 (さべつ)を解 (かい)消 (しょう)するためのルールづくりに関 (かん)する具体的 (ぐたいてき)なとりくみになりますので、いただいたご意見 (いけん)は今後 (こんご)の参 (さん)考 (こう)にさせていただきます。

	84
	しょう (しょう)がい者 (しゃ)及 (およ)びその家族 (かぞく)が町田市 (まちだし)で差別 (さべつ)を受 (う)けることなくしょう (しょう)がいのない市民 (しみん)と同 (おな)じレベル（人格的 (じんかくてき)にも）で生活 (せいかつ)できるのが理想 (りそう)である。実現 (じつげん)するにはしょう (しょう)がいについて多 (おお)くの市民 (しみん)が正 (ただ)しく理解 (りかい)することがまず必要 (ひつよう)だと思 (おも)う。広報 (こうほう)等 (など)に講演会 (こうえんかい)、学習会 (がくしゅうかい)等 (とう)の開催 (かいさい)情報 (じょうほう)を掲載 (けいさい)したり、市 (し)も積極的 (せっきょくてき)にそれらを無料 (むりょう)で開 (かい)催 (さい)して、市民 (しみん)が日常的 (にちじょうてき)に身近 (みぢか)に関心 (かんしん)を持 (も)つようにしていったらどうか。（同 (どう)様 (よう)他 (ほか)1件 (けん)）
	差別 (さべつ)をなくすためには多 (おお)くの人 (ひと)にしょう (しょう)がいに対 (たい)する理解 (りかい)をひろげることが大切 (たいせつ)であると考 (かんが)えています。差別 (さべつ)のない社会 (しゃかい)の実現 (じつげん)に向 (む)け、しょう (しょう)がいおよび合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の正 (ただ)しい理解 (りかい)をひろげることにとりくんでいくにあたって、いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)にさせていただきます。

	85
	精神科 (せいしんか)病院 (びょういん)の医師 (いし)、看護師 (かんごし)、各学校 (かくがっこう)の教師 (きょうし)に精神しょう (せいしんしょう)がい者 (しゃ)も一人 (ひとり)の「人格 (じんかく)ある人間 (にんげん)」として尊重 (そんちょう)できるように啓蒙 (けいもう)してほしい。
	差別 (さべつ)をなくすためには多 (おお)くの人 (ひと)にしょう (しょう)がいに対 (たい)する理解 (りかい)をひろげることが大切 (たいせつ)であると考 (かんが)えています。差別 (さべつ)のない社会 (しゃかい)の実現 (じつげん)に向 (む)け、しょう (しょう)がい及 (およ)び合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の正 (ただ)しい理解 (りかい)をひろげることにとりくんでいくにあたって、いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)にさせていただきます。

	86
	しょう (しょう)がい者 (しゃ)の差別 (さべつ)をなくすために地域 (ちいき)の方々 (かたがた)に理解 (りかい)をしてほしい。
	差別 (さべつ)をなくすためには多 (おお)くの人 (ひと)にしょう (しょう)がいに対 (たい)する理解 (りかい)をひろげることが大切 (たいせつ)であると考 (かんが)えています。差別 (さべつ)のない社会 (しゃかい)の実現 (じつげん)に向 (む)け、しょう (しょう)がいおよび合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の正 (ただ)しい理解 (りかい)をひろげることにとりくんでまいります。

	87
	第 (だい)３章　３-９（５）の「虐待 (ぎゃくたい)防止 (ぼうし)」で「虐待 (ぎゃくたい)のあった事業所 (じぎょうしょ)の指導 (しどう)を引 (ひ)き続 (つづ)き・・・」はどのような指導 (しどう)をしていくのか分 (わ)からない。施設 (しせつ)職員 (しょくいん)が虐待 (ぎゃくたい)しなくて済 (す)むような対応 (たいおう)方法 (ほうほう)を学 (まな)べるような支援 (しえん)や研修 (けんしゅう)をしていただきたいと思 (おも)う。
	虐待 (ぎゃくたい)を未然 (みぜん)に防 (ふせ)ぐため、事業所 (じぎょうしょ)への指導 (しどう)に加 (くわ)え、職員 (しょくいん)研修 (けんしゅう)の情報 (じょうほう)を知 (し)らせることについて、「３章 (しょう)　３－９　差別 (さべつ)をなくすこと・権利 (けんり)を守 (まも)ること」のとりくみに記載 (きさい)いたします。
いただいたご意見 (いけん)は具体的 (ぐたいてき)な施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	第 (だい)３章 (しょう)　３－１０　行政 (ぎょうせい)サービスのこと

	88
	しょうがい (しょうがい)福祉課 (ふくしか)以外 (いがい)にも保険 (ほけん)年金課 (ねんきんか)、総務課 (そうむか)の「ちょっこと共済 (きょうさい)」の申 (もう)し込 (こ)み窓口 (まどぐち)など、一般 (いっぱん)向 (む)きの窓口 (まどぐち)も利用 (りよう)するが、対応 (たいおう)のスキルに習熟 (しゅうじゅく)しているのはしょう (しょう)がい福祉課 (ふくしか)だけで、他 (ほか)の部署 (ぶしょ)では、ヘルプカードを見 (み)せてもトラブルになることが多 (おお)い。
あらゆる一般 (いっぱん)窓口 (まどぐち)のスタッフに精神 (せいしん)しょうがい (しょうがい)スキルを身 (み)につけて対応 (たいおう)してもらいたい。
	市 (し)の職員 (しょくいん)がしょう (しょう)がいや合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)についての正 (ただ)しい知識 (ちしき)を習 (しゅう)得 (とく)するための研修 (けんしゅう)をおこなうなど、多 (おお)くの職員 (しょくいん)が対応 (たいおう)スキルを身 (み)につけられるようとりくんでいくにあたって、いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)にさせていただきます。

	89
	聴覚しょう (ちょうかくしょう)がい者 (しゃ)は、自分 (じぶん)の意見 (いけん)は通訳 (つうやく)者 (しゃ)を介 (かい)さなければ伝 (つた)えられない立場 (たちば)である。
行政側 (ぎょうせいがわ)は、市民 (しみん)のために公正 (こうせい)な立場 (たちば)であるよう、しょう (しょう)がいのある方 (かた)への勉強 (べんきょう)を今後 (こんご)も行 (おこな)ってほしい。
	市 (し)の職員 (しょくいん)がしょう (しょう)がいや合理的配慮 (ごうりてきはいりょ)についての正 (ただ)しい知識 (ちしき)を習得 (しゅうとく)するための研修 (けんしゅう)等 (とう)にとりくんでいくにあたって、いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)にさせていただきます。

	90
	市 (し)職員 (しょくいん)の合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の理解 (りかい)が向上 (こうじょう)するように職員 (しょくいん)の研修 (けんしゅう)の場 (ば)を増 (ふ)やしてほしい。（同 (どう)様 (よう)他 (ほか)3件 (けん)）
	市 (し)職員 (しょくいん)のしょう (しょう)がいや合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の理解 (りかい)がすすむよう研修 (けんしゅう)などのとりくみをすすめてまいります。

	91
	町田 (まちだ)市内 (しない)の全 (すべ)ての公共 (こうきょう)機関 (きかん)の職員 (しょくいん)が手話 (しゅわ)に関 (かん)する知識 (ちしき)を学 (まな)んで、聴覚しょう (ちょうかくしょう)がい者 (しゃ)とコミュニケーションを図 (はか)ってほしい。
	市 (し)職員 (しょくいん)のしょう (しょう)がいや合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の理解がすすむよう研修 (けんしゅう)等 (とう)にとりくんでいくにあたっての具体的 (ぐたいてき)な意見 (いけん)になりますので、いただいたご意見 (いけん)は今後 (こんご)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	92
	まず、市 (し)役所 (やくしょ)「しょう (しょう)がい (がい)福 (ふく)祉 (し)課 (か)精 (せい)神 (しん)しょう (しょう)がい担当 (たんとう)職員 (しょくいん)」の精神 (せいしん)しょうがい (しょうがい)や心 (こころ)の病気 (びょうき)についての正 (ただ)しい理 (り)解 (かい)のために研修 (けんしゅう)をしてほしい。
	職員 (しょくいん)のしょう (しょう)がい理解 (りかい)に向 (む)けた研修 (けんしゅう)等 (とう)のとりくみに関 (かか)わるご意見 (いけん)として、今後 (こんご)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	93
	市 (し)の職員 (しょくいん)が、正 (ただ)しい知 (ち)識 (しき)を深 (ふか)めて、しょう (しょう)がい者 (しゃ)に理解 (りかい)できる説明 (せつめい)をお願 (ねが)いしたい。
	市 (し)の職員 (しょくいん)がしょう (しょう)がいや合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の正 (ただ)しい知識 (ちしき)を習得 (しゅうとく)し、しょう (しょう)がいのある人 (ひと)にわかりやすい説明 (せつめい)ができるようになることをめざして研修 (けんしゅう)等 (とう)のとりくみをすすめてまいります。


	94
	<精神しょう (せいしんしょう)がい者 (しゃ)も他 (た)のしょう (しょう)がい者 (しゃ)と同様 (どうよう)の社会 (しゃかい)保しょう (ほしょう)を>の観点 (かんてん)から、日頃 (ひごろ)感 (かん)じていることを述 (の)べる。
公共 (こうきょう)施設 (しせつ)の利用 (りよう)料金 (りょうきん)や駐 (ちゅう)車 (しゃ)料金 (りょうきん)を他市 (たし)（多摩市 (たまし)、立川市 (たちかわし)、相模原市 (さがみはらし)）同様 (どうよう)にしょう (しょう)がい者 (しゃ)は無料 (むりょう)にしてほしい。
	本計画 (ほんけいかく)にはしょう (しょう)がいのある人 (ひと)への経済的 (けいざいてき)な面 (めん)での支援 (しえん)等 (とう)のとりくみを「３章 (しょう)　３－２　暮 (く)らすこと」や「３章 (しょう)　３－９　差別 (さべつ)をなくすこと・権利 (けんり)を守 (まも)ること」に記載 (きさい)しております。
このことにかかわることとして、いただいたご意見 (いけん)を参考 (さんこう)にさせていただきます。


	第 (だい)３章 (しょう)　３－１１　理解 (りかい)・協働 (きょうどう)のこと

	95
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)が地域 (ちいき)社会 (しゃかい)に参加 (さんか)し、活動 (かつどう)が出来 (でき)るようにしょう壁 (しょうへき)をとりのぞくための支援 (しえん)をお願 (ねが)いしたい。
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)が地域 (ちいき)社会 (しゃかい)に参加 (さんか)し活動 (かつどう)しやすくするためには多 (おお)くの人 (ひと)にしょう (しょう)がいや合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)について理解 (りかい)していただくことが大切 (たいせつ)だと考 (かんが)えております。そのために、しょう (しょう)がいや合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)についての理解 (りかい)をひろげるとりくみをすすめてまいります。

	96
	地域 (ちいき)で暮 (く)らすしょう (しょう)がい者 (しゃ)のために、町内会 (ちょうないかい)、自治会 (じちかい)、地域 (ちいき)団体 (だんたい)などに、しょう (しょう)がい者 (しゃ)や合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)について理解してもらえるよう周知 (しゅうち)するとともに、地域 (ちいき)でしょう (しょう)がい者 (しゃ)を支 (ささ)える人 (ひと)たちの育成 (いくせい)に努 (つと)めてほしい。（同様 (どうよう)他 (ほか)２件）
	地域 (ちいき)でしょう (しょう)がいのある人 (ひと)をささえるためには地域 (ちいき)活動 (かつどう)の場 (ば)でしょう (しょう)がいや合理的 (ごうりてき)配慮 (はいりょ)の理解 (りかい)をひろげるとりくみをすすめてまいります。また、小 (しょう)・中 (ちゅう)学校 (がっこう)におけるしょう (しょう)がい理解 (りかい)の教育 (きょういく)やしょう (しょう)がい福祉 (ふくし)の分野 (ぶんや)で働 (はたら)く人 (ひと)を増 (ふ)やすとりくみなどをすすめることでしょう (しょう)がいのある人 (ひと)を支 (ささ)える人 (ひと)を増 (ふ)やすことをめざしてとりくんでまいります。

	97
	しょう (しょう)がいのない人 (ひと)が少 (すこ)しでも手話 (しゅわ)を覚 (おぼ)える機会 (きかい)を作 (つく)って、ろう者 (しゃ)とは何 (なに)か？ということの理解 (りかい)を広 (ひろ)めたいと思 (おも)う。
	しょう (しょう)がいのある人 (ひと)自身 (じしん)がおこなうしょう (しょう)がいについての理解 (りかい)をひろげる主体的 (しゅたいてき)な活動 (かつどう)を支援 (しえん)してまいります。


	98
	精神 (せいしん)しょうがい (しょうがい)や心 (こころ)の病 (やまい)の理解 (りかい)をひろめる活動 (かつどう)として、講演会 (こうえんかい)や映画会 (えいがかい)などをしてほしい。（同 (どう)様 (よう)他 (ほか)1件 (けん)）
	しょう (しょう)がいへの理解 (りかい)をひろげることにとりくんでいくにあたっての具 (ぐ)体 (たい)的 (てき)な意見 (いけん)になりますので、今後 (こんご)、施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	99
	どんなに重 (おも)いしょう (しょう)がいや難病 (なんびょう)の人 (ひと)でも、自分 (じぶん)で生 (い)き方 (かた)を決 (き)めていくことができればいいなと思 (おも)う。またしょう (しょう)がいを持 (も)つ人 (ひと)、難病 (なんびょう)の人 (ひと)が健 (けん)常 (じょう)の人 (ひと)たちの中 (なか)で過 (す)ごす事 (こと)はお互 (たが)いを高 (たか)め合 (あ)うことができるのではないかと思 (おも)う。そのためには、やはりしょう (しょう)がい者 (しゃ)のことを社会 (しゃかい)に理解 (りかい)してもらうことが必要 (ひつよう)だ。
	「３章 (しょう)　３－１１　理解 (りかい)・協働 (きょうどう)のこと」では、しょう (しょう)がいのある人 (ひと)もない人 (ひと)も地域 (ちいき)で自分 (じぶん)らしく暮 (く)らして行 (い)けるようにするために、市民 (しみん)や事業者 (じぎょうしゃ)、行政 (ぎょうせい)がともに支 (ささ)えあう地域 (ちいき)社会 (しゃかい)にしていくことを目標 (もくひょう)としております。
この目標 (もくひょう)の実現 (じつげん)に向 (む)けたとりくみの一 (ひと)つとしてしょう (しょう)がいの理解 (りかい)をひろげることにとりくんでまいります。
いただいたご意見 (いけん)はその際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	100
	「こころのバリアフリー」も図 (はか)ってほしい。小 (しょう)・中 (ちゅう)・高 (こう)・大 (だい)の学校 (がっこう)での病気 (びょうき)やしょう (しょう)がい理解 (りかい)の学習 (がくしゅう)をすすめてほしい。
	心 (こころ)のバリアフリー実現 (じつげん)に向 (む)けたしょう (しょう)がいへの理解 (りかい)をひろげるとりくみに関 (かん)する具体的 (ぐたいてき)な意見 (いけん)になりますので、今後 (こんご)、施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	101
	各事業所 (かくじぎょうしょ)（ホームヘルプ派遣 (はけん)など）・しょう碍者 (しょうがいしゃ)施設 (しせつ)のスタッフの方々 (かたがた)の病気 (びょうき)やしょう (しょう)がい理解 (りかい)のための研修 (けんしゅう)をしてほしい。
	しょう (しょう)がいへの理解 (りかい)をひろげるとりくみに関 (かん)する具体的 (ぐたいてき)な意見 (いけん)になりますので、今後 (こんご)、施策 (しさく)を検討 (けんとう)する際 (さい)の参考 (さんこう)にさせていただきます。

	その他 (た)

	102
	この計画 (けいかく)の目標 (もくひょう)を達成 (たっせい)するためには、一般 (いっぱん)の方々 (かたがた)に広 (ひろ)く知 (し)らせて興味 (きょうみ)を持 (も)つ人 (ひと)を増 (ふ)やすことが不可欠 (ふかけつ)だと考 (かんが)える。
	しょう (しょう)がい福祉 (ふくし)に関 (かか)わる人 (ひと)はもちろん、かかわらない人 (ひと)にもしょう (しょう)がい福祉 (ふくし)のことをより知 (し)っていただき、理解 (りかい)してもらうことが大切 (たいせつ)だと考 (かんが)えております。今後 (こんご)も、しょう (しょう)がいへの理解 (りかい)をひろげ、しょう (しょう)がい福祉 (ふくし)についてもひろく知 (し)らせるとりくみをすすめてまいります。
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